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議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
矢
吹
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
世
界

中
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
元

よ
り
矢
吹
町
に
お
い
て
も
同
様
に
冷
え

切
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
で
、
少
し
ず
つ
、
コ
ロ
ナ
前
に
向

か
っ
て
、
様
々
な
行
事
も
コ
ロ
ナ
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
開
催
で
あ
り
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
様
も
色
々
な
面
で
「
矢
吹

町
こ
こ
に
有
り
」
と
頑
張
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
市
町
村
軟
式
野
球
大
会
で
第
三

位
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
も
第
三

位
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
で
は
町
の
部
六
位

や
矢
吹
中
学
校
陸
上
部
の
全
国
大
会
出

場
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
矢
吹
町
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
三
年
間
行
え
な
か
っ
た
「
フ
ロ

迎迎    
春春

�

矢
吹
町
議
会
議
長
　
角
田
　
秀
明

ン
テ
ィ
ア
祭
り
」

も
、
地
元
出
身
の

Ｐ
Ｒ
大
使
、
津
吹
み
ゆ
さ
ん
や
、
名
誉

町
民
の
中
畑
清
さ
ん
を
迎
え
て
の
開
催

で
あ
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
大
変
恵
ま
れ
、
入
場
者
数

が
、
約
八
千
人
と
と
て
も
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
消
防
の
出
初
め
式
も
、
一

月
八
日
に
、
二
十
歳
を
祝
う
集
い
も
同

じ
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
年
ぶ
り
の
「
町
民
新
年
会
」
も
入

場
者
数
を
制
限
し
な
が
ら
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
卯
年
に
あ
や
か
り
、

令
和
五
年
は
景
気
が
跳
ね
上
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
。
令
和
五
年
が
矢

吹
町
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
早
く
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
町

議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第435回

令和４年 令和４年 12月定例会12月定例会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
４
３
5
回
12
月
定
例
会

は
、
12
月
2
日
か
ら
12
月
12

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
令

和
4
年
度
矢
吹
町
一
般
会
計

予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
6
件
等
を
含
む
15
議
案
、

承
認
2
件
、
発
議
1
件
を
審

議
致
し
ま
し
た
。

　
5
日
か
ら
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
7
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
町
政
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
総
務
教
育
・
産

業
民
生
の
両
常
任
委
員
会
及

び
第
一
・
第
二
予
算
特
別
委

員
会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
、

関
係
各
課
の
説
明
を
受
け
審

議
し
ま
し
た
。

　
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て

各
委
員
会
の
報
告
を
受
け
審

議
し
た
結
果
、
議
案
に
つ
い

て
は
原
案
通
り
全
議
員
異
議

な
く
可
決
さ
れ
、
発
議
に
つ

い
て
は
懲
罰
を
科
さ
な
い
こ

と
が
決
し
ま
し
た
。

令和４年度　12月補正予算令和４年度　12月補正予算
議案第44号　令和４年度矢吹町一般会計補正予算（第７号）

○一般会計補正額�１億９，１７７万６千円

主な補正財源（歳入）

・国庫支出金� ５，４９６万円
・県支出金� １８万円
・財産収入� ７８万４千円
・寄付金� ３００万円
・繰入金� １億３，２７９万２千円

その他の補正予算

◎予算総額� ８９億８，１４９万８千円

主な使いみち（歳出）

・物価高騰対策等への支援� ５，９１４万７千円
・高度情報化推進事業� １，３７９万９千円
・企業誘致促進事業� ２７７万２千円
・保健施設指定管理料� １，１９１万５千円
・公共施設電気量高騰費用� １，９６５万５千円

（単位 : 千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第45号 国民健康保険特別会計（第１号） △２３，９９２ １，６５７，０２７

議案第46号 介護保険特別会計（第１号） ８２，２２３ １，６８５，６０９

議案第47号 後期高齢者医療特別会計（第１号） ３，３３０ １９５，７４８

� （単位 : 千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第48号 水 道 事 業 会 計（ 第 １ 号 ） 収益的
収 入 － ４０５，６９４

支 出 △１１ ４２４，３０８

議案第49号 下 水 道 事 業 会 計（ 第 ２ 号 ）

収益的
収 入 １２，１９０ ７４１，９４１

支 出 △５１８ ６３５，３１０

資本的
収 入 △１２，７００ ４２０，１９８

支 出 ８ ６２５，１７１
※議案第48号の資本的収支の補正はありません。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

総
務
教
育

常
任
委
員
会

◎
芳
賀
慎
也
〇
鈴
木
浩
一

　
髙
久
美
秋　
三
村
正
一

　
鈴
木
隆
司　
熊
田　
宏

　
角
田
秀
明

	
(

欠
芳
賀
・
熊
田)

議
案
第
35
号　
矢
吹
町
議

会
議
員
及
び
矢
吹
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例議
案
の
内
容

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の

選
挙
運
動
に
係
る
公
営
単

価
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正

主
な
質
疑

三
村　
ポ
ス
タ
ー
作
成
で

公
費
負
担
を
超
え
た
部
分

は
自
己
負
担
と
な
る
の

か
。

答　
限
度
額
を
超
え
る
部

分
は
自
己
負
担
で
す
。

角
田　
供
託
金
に
つ
い
て

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
供
託
金
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
、
15
万
円
と

な
り
ま
す
。

議
案
第
39
号　
地
方
公
務

員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

議
案
の
内
容

　
地
方
公
務
員
の
定
年
引

上
げ
に
伴
う
条
例
制
定

主
な
質
疑

角
田　
再
任
用
職
員
の
待

遇
は
変
わ
る
の
か
。

答　
現
在
と
変
わ
ら
な
い

が
規
則
も
制
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
村　
町
独
自
の
条
例
な

の
か
、
県
か
ら
示
さ
れ
た

様
式
な
の
か
。

答　
全
国
的
で
ど
こ
の
町

村
も
同
様
の
形
式
で
す
。

議
案
第
40
号　
矢
吹
町
地

方
活
力
向
上
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
及
び
不
均
一
課
税
に
関

す
る
条
例

議
案
の
内
容

　
地
方
再
生
法
の
規
定
に

基
づ
き
本
町
内
に
移
転
又

は
拡
充
す
る
事
業
者
に
対

し
新
た
に
課
税
さ
れ
る
固

定
資
産
税
を
3
年
間
、
課

税
免
除
又
は
不
均
一
課
税

を
講
ず
る
条
例
制
定

主
な
質
疑

髙
久　
こ
の
条
例
を
知
ら

な
い
人
に
は
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
の
か
。

答　
県
に
申
請
書
を
提
出

す
る
際
に
優
遇
税
制
、
融

資
の
緩
和
な
ど
周
知
さ
れ

る
と
考
え
ま
す
。

議
案
第
42
号　
矢
吹
町
体

育
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

　
矢
吹
球
場
・
町
営
相
撲

場
・
大
池
球
場
・
大
池

キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
者
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
す
る
こ
と

主
な
質
疑

鈴
木
隆　
施
設
の
維
持
管

理
で
あ
れ
ば
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
業
務
委
託

す
れ
ば
良
く
指
定
管
理
と

し
な
く
て
も
良
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
使
用
料
の
収
入
が
生

じ
ま
す
の
で
、
指
定
管
理

と
し
て
い
ま
す
。
業
務
委

託
で
あ
れ
ば
町
が
収
入
を

預
か
る
形
と
な
り
ま
す
。

三
村　
キ
ャ
ン
プ
場
の
使

用
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答　
公
民
館
に
申
し
込
み

を
い
た
だ
い
た
上
で
、
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

議
案
第
43
号　
矢
吹
町
勤

労
者
体
育
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

　

矢
吹
町
勤
労
者
体
育

館
・
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
管
理
者
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

産
業
民
生

常
任
委
員
会

◎
堀
井
成
人
〇
藤
井
源
喜

　
関
根
貴
将　
安
井
敬
博

　
加
藤
宏
樹　
青
山
英
樹

　
冨
永
創
造

	
(

欠
関
根
・
藤
井)

議
案
第
37
号　
矢
吹
町
企

業
立
地
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
の
内
容

　
本
町
へ
の
企
業
進
出
を

促
す
た
め
、
支
援
策
の
拡

充
と
対
象
業
種
を
拡
大
す

る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

冨
永　
対
象
と
な
る
企
業

は
町
に
無
い
企
業
が
進
出

す
る
場
合
な
の
か
。

答　
町
内
に
事
業
所
を
有

し
な
い
事
業
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

安
井　
現
在
の
企
業
誘
致

の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
白
河
市
の
ヤ
フ
ー
の

よ
う
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

青
山　
「
新
設
」
の
定
義

が
曖
昧
だ
と
感
じ
る
が
説

明
願
い
た
い
。

答　
「
矢
吹
町
企
業
立
地

促
進
条
例
」
の
第
2
条
第

1
項
第
3
号
に
説
明
が
あ

り
ま
す
。

議
案
第
38
号　
矢
吹
町
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
の
内
容

　
中
畑
公
民
館
に
隣
接
す

る
（
仮
称
）
中
畑
公
園
の

名
称
、
位
置
の
明
確
化
を

図
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

冨
永　
中
畑
公
園
と
い
う

名
称
で
決
定
し
た
の
か
。

答　
条
例
上
の
名
称
と
し

て
使
用
し
ま
す
。
今
後
、

愛
称
の
公
募
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
41
号　
矢
吹
町
手

話
言
語
及
び
障
が
い
者
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

議
案
の
内
容

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ

と
の
理
解
の
促
進
及
び
障

が
い
の
あ
る
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普

及
に
向
け
条
例
を
制
定

主
な
質
疑

安
井　
視
覚
障
が
い
者
の

方
に
文
書
を
発
送
す
る

際
、
点
字
や
音
声
Ｃ
Ｄ
を

希
望
さ
れ
る
方
の
対
応
も

進
ん
で
い
く
の
か
。

答　
費
用
面
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
踏
み
込
ん
で
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
長　
髙
久　
美
秋

副
委
員
長　
加
藤　
宏
樹

委　
　
員　
三
村　
正
一

	

堀
井　
成
人

	

青
山　
英
樹

	

冨
永　
創
造

	

欠
芳
賀　
慎
也

議
案
第
44
号　
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）

主
な
質
疑
内
容

《
企
画
総
務
課
》

青
山　
防
犯
カ
メ
ラ
は
庁

舎
分
庁
舎
で
何
基
分
か
。

答　
庁
舎
8
基
、
分
庁
舎

2
基
に
な
り
ま
す
。

青
山　
総
合
計
画
に
必
要

な
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作
為

抽
出
３
０
０
０
人
と
の
こ

と
だ
が
、
将
来
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
は
高
校
生
な
ど

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
も
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
高
校
生
視
点
も
大
事

だ
と
考
え
て
高
校
生
の
世

代
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

《
保
健
福
祉
課
》

青
山　
健
康
セ
ン
タ
ー
費

で
施
設
指
定
管
理
料
を
８

４
４
万
円
の
増
額
と
あ
る

が
、
内
訳
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　
減
収
分
の
補
填
、
燃

料
費
や
人
件
費
な
ど
の
経

費
で
支
出
が
抑
え
ら
れ
た

分
で
の
差
引
に
な
り
ま

す
。

三
村　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
の
故
障
の

解
決
方
法
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
雨
水
を
使
っ
た
ト
イ

レ
の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

漏
水
が
止
ま
ら
な
い
た
め

ま
ず
は
漏
水
箇
所
を
特
定

し
ま
す
。

《
農
業
振
興
課
》

堀
井　
猪
の
捕
獲
で
1
頭

1
万
3
千
円
の
助
成
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認

す
る
の
か
。

答　
県
か
ら
指
示
が
出
て

い
る
写
真
の
撮
り
方
が
あ

り
、
そ
れ
に
従
い
申
請
し

ま
す
。

《
商
工
推
進
課
》

加
藤　
新
し
い
工
業
団
地

予
定
で
2
ヶ
所
と
は
ど
の

あ
た
り
か
。

答　
イ
ン
タ
ー
か
ら
東
の

町
有
地
の
山
及
び
レ
ン

ゴ
ー
、
日
建
の
平
場
辺
り

を
調
査
し
た
い
。

《
教
育
振
興
課
》

三
村　
図
書
館
が
業
務
委

託
に
な
っ
て
人
員
の
変
更

は
あ
る
の
か
。

答　
人
員
体
制
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
中
の
対

応
が
8
名
、
1
時
間
延
長

対
応
に
2
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

《
子
育
て
支
援
課
》

冨
永　
子
ど
も
食
堂
は
町

で
1
軒
実
施
し
て
い
る

が
、
周
知
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
食
堂
を
や
り
た
い
方
の

募
集
や
寄
附
な
ど
Ｐ
Ｒ
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

第
一
予
算

特
別
委
員
会

委
員
長　
鈴
木　
浩
一

副
委
員
長　
安
井　
敬
博

委　
　
員　
鈴
木　
隆
司

	

欠
関
根　
貴
将

	

欠
藤
井　
源
喜

	

欠
熊
田　
　
宏

議
案
第
45
号　
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
46
号　
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
47
号　
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算議
案
第
48
号　
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
内
容

《
上
下
水
道
課
》

鈴
木
隆　
コ
ン
ビ
ニ
収
納

手
数
料
は
補
正
を
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
件
数
を

見
込
ん
で
予
算
編
成
を
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答　
令
和
5
年
度
当
初
予

算
編
成
で
は
今
年
度
の
実

績
を
踏
ま
え
予
算
を
計
上

し
ま
す
。

議
案
第
49
号　
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
内
容

《
上
下
水
道
課
》

鈴
木
隆　
国
道
4
号
線
拡

幅
に
伴
う
排
水
管
横
断
工

事
の
箇
所
は
ど
こ
か
。

答　
北
浦
地
内
の
ラ
ー
メ

ン
シ
ョ
ッ
プ
矢
吹
店
の
道

路
付
近
で
す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

発
議
第
２
号

　
青
山
議
員
よ
り
角
田
議

長
に
対
し
、
処
分
要
求
書

が
提
出
さ
れ
た
。
青
山
議

員
が
一
般
質
問
を
行
う
中

で
、
角
田
議
長
か
ら
建
設

的
な
質
問
で
は
な
い
と
い

う
理
由
に
よ
り
一
般
質
問

が
中
断
さ
れ
た
こ
と
で
辱

め
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

に
よ
り
処
分
を
求
め
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。

　
発
議
第
2
号
を
議
題
と

す
る
か
否
か
の
採
決
の
結

果
、
賛
成
7
、
反
対
6
で

処
分
要
求
書
を
議
題
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
懲
罰

特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
6
名
の
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
懲
罰
特
別
委
員
会
】

　
審
議
が
行
わ
れ
、
青
山

議
員
本
人
が
侮
辱
を
受
け

た
と
感
じ
て
い
る
た
め
懲

罰
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、

こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
議

事
が
止
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
角
田
議
長
と
し
て
は

議
事
進
行
の
た
め
の
発
言

で
あ
っ
た
た
め
、
懲
罰
を

科
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
各
委
員
か
ら
の
意
見
が

出
そ
ろ
い
、
処
分
を
科
す

る
こ
と
に
賛
成
す
る
者
の

挙
手
を
求
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
懲

罰
を
科
さ
な
い
こ
と
と
決

し
ま
し
た
。

【
本
会
議
】

　
懲
罰
特
別
委
員
会
よ
り

報
告
を
受
け
審
議
し
た
結

果
、
討
論
は
無
く
、
委
員

長
報
告
の
と
お
り
懲
罰
を

科
さ
な
い
こ
と
と
決
し
ま

し
た
。

第
二
予
算

特
別
委
員
会
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

①堀井　成人� ……………　７ページ
　１．民有地及び公共用地における用地交渉の進捗は
　 ２.　公有財産の補償額の使い道は
②髙久　美秋� 　……………　８ページ
　１．災害備蓄倉庫の備品はどの様に選定しているのか
　２．災害が発生した場合役場の機能維持の対応について
③三村　正一� ……………　９ページ
　１．新町エリア開発と西道路の整備は
　２．通学路・羽鳥幹線町道の整備状況は
④鈴木　浩一� ……………　10ページ
　１． 人・農地プランの実施計画はあるか
　２．本町のいじめ実態について
⑤冨永　創造� ……………　11ページ
　１．有機農法実用化への取り組みは
　２．大池公園キャンプ場の新たな利活用は
⑥安井　敬博� ……………　12ページ
　１．町内の空き家を集会施設として活用しては
　２．旧中央公民館の利活用を
⑦青山　英樹� ……………　13ページ
　１．反対給付の有無、個別の事案判断、見解を県は示していない
　２．兼業禁止事項抵触に対する報酬返還等の対処はしないのか

～ 一 般 質 問 ～～ 一 般 質 問 ～町政を問う町政を問う
　12月定例会では７人の議員が登壇し一般質問を行いました。
次のページからは、要点をまとめて掲載しています。詳細は矢吹町のホームページでご覧になれます。

７人登壇

第435回議会（12月）定例会議案 賛否表
○は賛成、×は反対、退席の場合は退、欠席は欠、除斥は除、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名
芳
賀
慎
也

関
根
貴
将

髙
久
美
秋

藤
井
源
喜

堀
井
成
人

鈴
木
浩
一

三
村
正
一

安
井
敬
博

加
藤
宏
樹

鈴
木
隆
司

青
山
英
樹

熊
田　
宏

冨
永
創
造

角
田
秀
明

承認 第12号 専決処分の承認を求めることについて（専決第13号令和4年度矢吹町一般会計補正予算（第5号）） 了承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

承認 第13号 専決処分の承認を求めることについて（専決第14号令和4年度矢吹町一般会計補正予算（第6号）） 了承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第35号 矢吹町議会議員及び矢吹町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第36号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第37号 矢吹町企業立地促進条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第38号 矢吹町公園条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第39号 地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第40号 矢吹町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第41号 矢吹町手話言語及び障がい者コミュニケーション条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第42号 矢吹町体育施設の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第43号 矢吹町勤労者体育施設の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第44号 令和４年度矢吹町一般会計補正予算（第７号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第45号 令和４年度矢吹町国民健康保険地区別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第46号 令和４年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第47号 令和４年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第48号 令和４年度矢吹町水道事業会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第49号 令和４年度矢吹町下水道事業会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

発議 第２号 処分要求書 懲罰を
科さない × × × × × × × × × × × × 議 除

議決
結果
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

民
有
地
及
び
公
共
用
地
に
お
け
る

用
地
交
渉
の
進
捗
は

問　
国
か
ら
遊
水
地
整
備

事
業
用
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
民
有
地

及
び
公
共
用
地
の
用
地
交

渉
の
状
況
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
。

答　
町
長　
国
で
は
、
民

有
農
地
の
地
権
者
の
方
々

と
農
地
に
係
る
用
地
交
渉

を
個
別
に
行
う
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
だ

け
で
約
４
５
０
画
地
の
農

地
の
個
別
土
地
評
価
を
現

在
進
め
て
お
り
ま
し
て
、

作
業
に
時
間
を
要
し
て
い

る
事
か
ら
、 

大
多
数
の
地

権
者
と
の
交
渉
は
進
ん
で

お
り
ま
せ
ん
が
、
個
別
事

情
を
抱
え
て
い
る
地
権
者

の
方
々
に
つ
い
て
は
、
交

渉
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

問　
遊
水
地
予
定
内
に
あ

る
公
有
財
産
は
ど
の
程
度

あ
る
の
か
。

答　
町
長　
本
町
の
遊
水

地
整
備
事
業
予
定
面
積
は

約
１
０
０
ha
で
あ
り
、
予

定
地
内
に
は
道
路
や
街
路

灯
、
用
排
水
路
、
上
下
水

道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

な
ど
の
公
共
財
産
が
あ

り
、
遊
水
地
整
備
に
よ
り

今
後
廃
止
や
移
設
と
な
る

施
設
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
公
有
財
産
の
内
訳

は
、
町
道
に
つ
い
て
は

陣
ヶ
岡
１
号
線
ほ
か
12
路

線
あ
り
、
総
延
長
約
８
０

０
０
ｍ
と
な
り
ま
す
。
町

道
以
外
の
法
定
外
道
路
は

30
路
線
、
総
延
長
約
４
１

０
０
ｍ
、
法
定
外
水
路
に

つ
い
て
は
90
ヶ
所
、
総
延

長
が
約
１
万
４
２
０
０

ｍ
、
街
路
灯
は
21
基
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
下

水
道
施
設
で
は
水
道
管
の

約
１
７
０
０
ｍ
、
汚
水
管

路
の
約
１
３
０
０
ｍ
、
マ

ン
ホ
ー
ル
40
基
な
ど
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
公

有
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は

民
有
地
の
交
渉
後
、
国
か

ら
詳
細
な
延
長
や
面
積
等

が
指
示
さ
れ
、
協
議
が
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公有財産の補償額の使いみちは

問　
遊
水
地
整
備
事
業
に

よ
る
公
有
財
産
の
補
償
額

は
何
に
使
う
の
か
伺
い
た

い
。

答　
町
長　
公
有
財
産
の

補
償
額
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
三
城
目
地
区
遊
水
地

対
策
協
議
会
や
地
元
の

方
々
か
ら
も
周
辺
環
境
整

備
等
に
使
用
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
を
受
け
て
お

り
、
町
と
し
て
は
遊
水
地

整
備
事
業
が
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

��堀
ほり
井
い
　成
しげ
人
と
　議員

答 
地
域
住
民
や
地
権
者
の
皆
様
に
対
し

 

数
回
に
わ
た
り
説
明
会
を
開
催

答 地域活性化をどのように進めるべきか、 
 様々な意見を聴きながら検討したい

様
々
な
意
見
を
幅
広
く
検

討
し
、
整
備
後
に
は
さ
ら

な
る
地
域
の
安
全
・
安
心

が
図
れ
る
と
い
う
こ
と
を

目
指
し
、
三
城
目
地
区
住

民
の
皆
様
や
三
城
目
地
区

遊
水
地
対
策
協
議
会
、
鏡

石
町
、
玉
川
村
、
国
、
福

島
県
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
十
分
な
意

見
交
換
や
協
議
を
行
い
な

が
ら
遊
水
地
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

髙
たか
久
く
　美
よし
秋
あき
　議員

問　
災
害
備
蓄
倉
庫
の
物

資
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

答　
町
長　
初
動
対
応
及

び
長
期
避
難
並
び
に
応
援

協
定
市
町
村
へ
の
応
援
物

資
の
補
完
を
目
的
に
整
備

し
て
い
ま
す
。

問　
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
数

が
所
要
量
よ
り
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
令
和
３
年
・
4
年
と

２
年
連
続
で
地
震
被
災
し

て
お
り
、
今
後
、
計
画
的

に
在
庫
の
確
認
を
し
な
が

ら
充
実
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。

問　
危
機
管
理
対
策
と
し

て
は
、
補
充
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
の
様
な
考
え
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
残
数
で
対
応
し

な
が
ら
補
充
し
て
い
き
ま

す
。

問　
役
場
機
能
維
持
の
備

え
は
、
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　
町
長　
停
電
発
生
時

に
は
、
役
場
敷
地
内
に
太

陽
光
発
電
蓄
電
池
設
備
を

２
機
整
備
し
て
お
り
、
非

常
用
照
明
器
具
及
び
非
常

用
電
源
設
備
が
停
電
時
で

あ
っ
て
も
活
用
が
可
能
、

非
常
用
照
明
器
具
は
役
場

庁
舎
１
階
、
２
階
執
務

室
、
ト
イ
レ
、
大
会
議

室
、
議
員
控
室
、
大
４
会

議
室
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
て
お
り
、
非
常
用
埋
め

込
み
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
庁

舎
内
の
１
階
か
ら
３
階
に

22
ヶ
所
あ
り
パ
ソ
コ
ン
等

の
使
用
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
各
サ
ー
バ
ー
機
器

に
つ
い
て
は
、
急
な
停
電

時
に
自
動
的
に
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
蓄
電
池
に
切
り
替

災害備蓄倉庫の備品はどの様に選定しているか

答 東日本大震災の教訓を踏まえ整備している

問　
矢
吹
町
が
指
定
し
て

い
る
避
難
所
が
54
ヶ
所
あ

り
ま
す
。
54
ヶ
所
あ
る
中

で
、
発
電
機
７
機
で
は
少

な
い
と
思
う
が
、
今
後
こ

れ
を
検
討
し
て
、
増
や
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
避
難
所
の
発
電
機
に

対
す
る
今
後
の
対
応
は
、

内
部
で
検
討
し
ま
す
。

問　
物
資
の
搬
入
や
各
避

難
所
な
ど
に
配
送
す
る
に

は
拠
点
の
場
所
が
必
要
だ

と
思
う
。
民
間
の
物
流
業

者
と
の
円
滑
な
連
携
を
求

め
る
た
め
に
、
物
流
業
者

と
の
協
定
を
結
ぶ
考
え
は

あ
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
民
間
の
物
流
業
者
と

の
連
携
や
協
定
に
つ
い

て
、
そ
う
し
た
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
役
場
の

 

機
能
維
持
の
対
応
に
つ
い
て

答  

町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

 

安
全
確
保
の
取
り
組
み
に
努
め
て
い
く

え
を
行
う
無
停
電
電
源
装

置
を
備
え
デ
ー
タ
の
保
全

性
を
高
め
て
い
ま
す
。
防

災
無
線
に
つ
い
て
も
役
場

施
設
内
に
２
台
の
発
電
機

を
備
え
て
お
り
、
停
電
時

の
使
用
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
役
場
庁
舎
が
被

災
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
、
災
害
対
策
本
部
の

設
置
場
所
は
矢
吹
町
文
化

セ
ン
タ
ー
、
矢
吹
町
保
健

セ
ン
タ
ー
の
順
に
変
更
す

る
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
、 

業
務
継
続
計
画
い

わ
ゆ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

問　
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
物
流
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
事
例
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
職
員
の
食

料
は
備
蓄
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
が
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
こ
れ
に
つ
い
て
は
今

後
、
あ
る
程
度
備
蓄
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防災備蓄倉庫



〔　9　〕　 やぶき議会だより　198 号

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

新
町
エ
リ
ア
開
発
と
西
道
路
の
整
備
は

問　
町
と
し
て
地
権
者
会

と
一
体
と
な
っ
た
早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う

が
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
町
長　
総
会
等
、
地

権
者
会
の
会
合
に
、
町
側

も
積
極
的
に
参
加
し
地
権

者
会
の
皆
様
の
意
向
を
踏

ま
え
た
形
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
な
が
ら
、
新
町
エ
リ

ア
の
開
発
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　
進
出
企
業
の
誘
致
や

区
画
整
理
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

答　
町
長　
地
権
者
会
の

意
向
を
踏
ま
え
、
連
携
し

て
一
体
的
な
開
発
の
推
進

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問　
百
条
委
員
会
が
発
端

と
な
っ
て
事
業
が
中
断
さ

れ
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
委
員
会
の
調
査
は
過

去
に
対
し
て
の
調
査
で

あ
っ
て
進
め
る
こ
と
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
調
査
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い

る
。
新
た
な
事
業
者
等
の

誘
致
活
動
は
、
な
か
っ
た

の
か
。

答　
商
工
推
進
課
長　
道

路
整
備
を
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
、
町
と
し

て
進
出
企
業
へ
の
誘
致
に

は
取
り
組
ん
で
い
な
い
状

況
で
す
。

問　
現
在
、
取
り
組
み
を

し
て
い
な
い
と
い
う
事
で

す
が
、
今
後
、
進
出
企
業

の
誘
致
活
動
の
考
え
は
。

答　
副
町
長　
地
権
者
会

の
皆
様
と
連
携
し
な
が

ら
、
企
業
誘
致
、 

エ
リ
ア

開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問　
自
分
の
土
地
が
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
か
は
、
地
権
者

と
し
て
最
大
の
関
心
事
で

あ
る
。
町
と
し
て
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
等
は
あ
る

の
か
。

答　
商
工
推
進
課
長　
陳

情
で
は
商
業
施
設
な
ど
の

ゾ
ー
ン
分
け
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

通学路・羽鳥幹線町道の整備状況は

問　
子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
為
に

は
、
交
通
事
故
か
ら
子
供

た
ち
を
守
る
歩
道
の
整
備

や
、
通
学
路
の
整
備
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
の
進
捗
状

況
を
尋
ね
る
。

答　
町
長　
本
年
度
は
５

路
線
で
歩
道
整
備
の
ほ
か

路
肩
カ
ラ
ー
舗
装
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
羽
鳥
幹
線

水
路
の
八
幡
町
善
郷
内
線

は
光
南
高
校
生
等
の
通
学

路
や
駅
東
口
周
辺
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
に

も
、
計
画
的
に
整
備
し
早

期
完
了
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
あ
ゆ
り
大
橋
の
北
側

１
２
０
ｍ
の
工
事
内
容

は
。

答　
都
市
整
備
課
長　
両

側
に
Ｕ
字
溝
敷
設
工
事
と

下
層
路
盤
の
整
備
工
事
で

あ
り
ま
す
。

問　
現
況
で
両
側
に
Ｕ
字

溝
が
入
っ
て
い
る
が
、
今

の
Ｕ
字
溝
で
は
何
か
問
題

が
あ
る
の
か
。

答　
都
市
整
備
課
長　
今

の
Ｕ
字
溝
は
幹
線
水
路
を

暗
き
ょ
化
し
た
際
に
敷
地

内
の
排
水
の
為
の
蓋
の
な

い
Ｕ
字
溝
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
道
路
の
拡
幅
と
併

せ
て
歩
道
も
設
置
す
る
の

で
蓋
つ
き
の
側
溝
を
新
た

に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

問　
側
溝
の
整
備
も
重
要

で
あ
る
が
、
住
民
と
し
て

は
、
上
部
利
用
で
き
た
ほ

う
が
良
い
の
で
、
軽
微
な

舗
装
が
出
来
な
い
か
。

答　
都
市
整
備
課
長　
簡

易
舗
装
は
二
重
投
資
と
な

る
。
年
次
計
画
で
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

��三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員

答 

令
和
5
年
度
整
備
予
算
を
提
案
す
る

答 舗装25ｍ、改良工事120ｍ鋭意施行中

新町西線

そ
の
他
の
質
問
事
項

・ 

あ
ゆ
り
温
泉
の
公
設

民
営
化
の
検
討
に
つ

い
て
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問　
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
が
令
和
４
年
５
月

に
成
立
し
、
令
和
７
年
３

月
末
（
予
定
）
ま
で
に
各

地
区
に
お
い
て
、
地
域
計

画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

を
作
成
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
が
、
町
の
対
応
は
。

答　
町
長　
農
地
を
農
業

上
の
利
用
が
行
わ
れ
る
区

域
と
し
て
一
筆
ご
と
に
利

用
者
を
明
ら
か
に
し
、
従

来
ど
お
り
の
農
業
が
難
し

い
農
地
は
、
荒
廃
を
防
ぐ

た
め
に
保
全
等
林
地
化
を

進
め
る
区
域
に
区
別
す
る

な
ど
地
域
の
担
い
手
等
の

実
情
に
合
わ
せ
た
集
積
計

画
を
目
標
地
図
に
示
し
た

地
域
計
画
に
つ
い
て
、
令

人・農地プランの実施計画はあるか

答 策定を進めており、 今後公表する。 

和
７
年
３
月
末
ま
で
に
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

問　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ

に
町
内
全
域
を
19
地
区
に

エ
リ
ア
を
分
け
た
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に

向
け
た
工
程
表
が
あ
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　
農
業
振
興
課
遊
水
地

対
策
室
長　
現
在
19
地
区

に
つ
い
て
プ
ラ
ン
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
継
続
し

て
今
年
度
中
に
は
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
実
質
化
に
向

け
た
工
程
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

問　
本
町
の
い
じ
め
の
実

態
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
代

表
的
な
行
為
は
、
か
ら
か

い
、
い
じ
わ
る
、
い
た
ず

ら
や
嫌
が
ら
せ
、
陰
口
や

無
視
な
ど
暴
力
を
伴
わ
な

い
い
じ
め
で
、
そ
の
た

め
、
気
づ
か
ず
見
過
ご
し

た
り
、
見
逃
し
た
り
し
や

す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
な
体
制
で
学
校
と

の
連
絡
を
取
っ
て
い
る
の

か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
県

教
育
委
員
会
が
実
施
し
て

い
る
年
2
回
の
い
じ
め
に

関
す
る
実
態
調
査
に
加

え
、
町
内
各
小
中
学
校
に

お
い
て
、
い
じ
め
を
認
知

し
た
際
は
、
随
時
い
じ
め

の
内
容
を
記
載
し
た
報
告

書
を
教
育
委
員
会
へ
提
出

し
、
担
当
指
導
主
事
が
そ

鈴
すず
木
き
　浩

こういち
一　議員

本
町
の
い
じ
め
実
態
に
つ
い
て

答 

早
期
に
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く

の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
学

校
と
情
報
を
共
有
し
、
必

要
な
対
応
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
お
り
ま
す
。
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問　
カ
ブ
ト
エ
ビ
に
よ
る

有
機
農
法
で
、
実
用
化
へ

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
町
長　
今
年
は
、
数

多
く
の
カ
ブ
ト
エ
ビ
が
確

認
さ
れ
、
10
年
越
し
に
カ

ブ
ト
エ
ビ
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
、
東
京
農
業
大
学
と

連
携
し
、
学
校
給
食
へ
の

提
供
、
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

準
備
を
進
め
、
６
次
化
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
、
付
加

価
値
を
付
け
、
環
境
に
も

優
し
い
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

問　
有
機
農
業
を
始
め
る

た
め
の
人
づ
く
り
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

答 町の魅力を発信する絶好の機会

大池公園キャンプ場の新たな利活用は

問　
関
係
人
口
の
増
加
ね

ら
い
の
キ
ャ
ン
プ
場
整

備
・
管
理
・
運
営
の
考
え

は
な
い
か
。

答　

町
長　

公
園
内
の

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
数
は

令
和
２
年
度
２
１
０
０

名
、
令
和
３
年
度
が
５
０

６
２
名
と
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

賑
わ
い
の
創
出
へ
向

け
、
大
池
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
施
設
と
自
然
と
の
共
生

に
つ
い
て
、
民
間
活
力
導

入
を
含
め
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
整
備
、
管
理
、
運
営
手

法
の
調
査
検
討
を
進
め
ま

す
。

問　
公
園
池
の
水
が
冬
の

時
期
に
抜
か
れ
る
理
由
は

あ
る
の
か
。

答　
町
長　
公
園
は
、
ハ

ク
チ
ョ
ウ
な
ど
渡
り
鳥
の

休
息
池
で
あ
り
、
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
水
抜
き
は
、
県
南

農
林
事
務
所
に
よ
る
た
め

池
の
劣
化
状
況
調
査
と
地

震
で
被
災
し
た
護
岸
復
旧

工
事
に
よ
る
も
の
で
、
調

査
は
完
了
し
、
工
事
は
12

月
末
完
了
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
池
の
水

抜
き
に
つ
い
て
、
時
期
や

規
模
を
含
め
、
関
係
者
の

合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

問　
大
池
公
園
整
備
計
画

の
中
期
目
標
は
達
成
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
20
年
間
の
整

備
計
画
で
、
現
在
４
年
が

経
過
し
、
自
然
災
害
や
コ

ロ
ナ
等
に
よ
り
、
計
画
ど

お
り
の
進
捗
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、「
景
勝
松
の

景
観
整
備
」「
大
賀
ハ
ス

の
繁
殖
植
栽
と
蓮
庭
園
の

Ｐ
Ｒ
」
等
、
自
然
保
全
や

景
観
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
社
会
環

境
の
変
化
に
応
じ
た
計
画

見
直
し
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

冨
とみ
永
なが
　創
そうぞう
造　議員

答　
町
長　
現
在
、
有
機

栽
培
農
業
者
は
２
名
で

す
。
国
は
２
０
５
０
年
ま

で
に
耕
地
面
積
に
占
め
る

有
機
農
業
の
割
合
を
25
％

に
拡
大
を
掲
げ
、
県
は
有

機
農
業
推
進
計
画
を
策
定

し
、
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
町
は
、
国
、

県
の
支
援
等
の
情
報
を
収

集
し
、
研
修
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
の
支
援
準
備

を
進
め
ま
す
。

問　
学
校
給
食
に
本
町
有

機
米
１
０
０
％
使
用
を
目

標
と
す
る
産
地
化
の
考
え

を
伺
う
。

答　
町
長　
令
和
３
年
度

よ
り
、
年
２
回
給
食
で
、

町
内
産
有
機
米
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

お
米
の
年
間
必
要
な
作
付

け
は
約
３
ha
で
、
約
１
・

８
ha
足
り
ま
せ
ん
。

有
機
農
法
実
用
化
へ
の
取
り
組
み
は

答 
引
き
続
き
カ
ブ
ト
エ
ビ
農
法
を
進
め
る

　
有
機
農
法
で
作
ら
れ
た

農
産
物
は
、
ブ
ラ
ン
ド

化
、
農
業
所
得
の
向
上
、

メ
リ
ッ
ト
が
十
分
あ
り
、

地
産
地
消
に
よ
る
有
機
農

法
の
取
り
組
み
を
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

大池公園
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��安
やす
井
い
　敬
たかひろ
博　議員
問　
集
会
所
の
な
い
八
幡

町
住
民
か
ら
、
集
会
施
設

建
設
を
求
め
る
陳
情
が
議

会
に
提
出
さ
れ
、
採
択
さ

れ
て
い
る
。

　
町
全
体
で
見
て
も
高
齢

化
が
進
む
中
、
自
宅
か
ら

歩
い
て
い
け
る
集
会
施
設

が
あ
る
と
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。

　
近
年
の
災
害
増
加
傾
向

か
ら
も
、
避
難
所
と
し
て

も
機
能
す
る
集
会
施
設
が

自
宅
か
ら
近
く
に
あ
る

と
、
住
民
自
身
に
よ
る
避

難
行
動
の
決
断
が
し
や
す

く
な
る
。

　
老
朽
化
す
る
集
会
施
設

の
更
新
や
長
寿
命
化
修
繕

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
な
か
、
今
後
、
施
設
の

新
設
は
行
わ
な
い
の
か
。

答　
町
長　
基
本
的
に
は

新
設
は
原
則
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

横
須
賀
市
な
ど
で

は
、
空
き
家
を
改
修
し
て

地
域
交
流
拠
点
を
整
備
す

問　

旧
中
央
公
民
館
は
、

耐
震
性
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の

飛
散
の
危
険
性
、
ク
ラ
ッ

ク
や
雨
漏
り
な
ど
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
再
利
用
は

困
難
と
考
え
、
解
体
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
11
月
18
日
に
、
議
員

に
対
し
て
破
損
状
況
等
を

説
明
す
る
た
め
、
旧
中
央

公
民
館
の
視
察
が
行
わ
れ

た
が
、
目
視
に
よ
る
外
観

や
内
部
の
確
認
が
中
心

で
、
こ
れ
を
も
っ
て
解
体

を
決
定
す
る
の
に
は
技
術

的
な
判
断
も
で
き
な
い
と

感
じ
た
。

　
解
体
を
し
た
場
合
と
改

修
を
し
た
場
合
の
コ
ス
ト

比
較
を
町
民
に
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
旧
中
央
公
民

館
に
つ
い
て
は
、
解
体
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま

町内の空き家を集会施設として活用しては

答 空き家の有効活用も検討の一つ

る
な
ど
し
て
い
る
が
、
当

町
で
も
空
き
家
な
ど
を
集

会
所
施
設
と
し
て
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

答　
町
長　
矢
吹
町
集
会

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
お

い
て
、
新
た
に
施
設
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

資
源
の
有
効
活
用
も
検
討

の
一
つ
に
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
で
定
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
空
き
家
の
有
効
活
用

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

い
り
ま
す
が
、
施
設
の
解

体
に
係
る
費
用
や
仮
に
改

修
し
た
場
合
の
費
用
に
つ

い
て
は
、
比
較
検
討
で
き

る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
算
出

し
、
明
確
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
、
調
査

に
係
る
費
用
に
つ
い
て
改

め
て
予
算
に
計
上
し
ま

す
。

旧
中
央
公
民
館
の
利
活
用
を

答  

速
や
か
に
解
体
す
る
こ
と
が

 

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
が
理
解

し
や
す
い
内
容
と
な
る
よ

う
工
夫
し
周
知
し
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

そ
の
他
の
質
問
事
項

・ 

２
０
２
２
年
11
月
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
図

書
館
の
ナ
カ
バ
ヤ
シ

㈱
へ
の
民
間
業
務
委

託
に
つ
い
て 旧中央公民館
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��青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

問　
道
の
駅
事
業
で
、
当

時
の
事
業
受
託
者
「
大
正

ロ
マ
ン
の
館
」
指
定
管
理

者
の
マ
ル
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー

ル
ズ
に
対
す
る
原
資
補
助

金
２
７
０
万
円
の
振
込
明

細
書
や
受
領
書
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
件
に
つ
い

て
、
町
は
前
定
例
会
で
の

私
の
一
般
質
問
に
「
県
の

見
解
で
確
認
す
る
必
要
が

な
い
」
と
答
弁
し
た
。
県

（
市
町
村
財
政
課
）
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
県

で
は
矢
吹
町
の
個
別
的
な

判
断
、
見
聞
等
は
申
し
述

問　
昨
年
２
月
に
開
か
れ

た
百
条
委
員
会
で
の
証
人

喚
問
で
、
教
育
委
員
が
地

方
自
治
法
第
１
８
０
条
の

５
第
６
項
（
兼
業
禁
止
事

項
）
に
抵
触
し
て
い
た
事

実
が
証
言
さ
れ
た
。
前
町

長
が
全
面
的
に
法
抵
触
の

事
実
を
認
め
て
お
り
、
現

町
長
の
所
感
を
尋
ね
る
。

答　
町
長　
委
員
が
兼
業

禁
止
に
該
当
す
る
か
の
決

定
は
選
任
権
者
が
行
う
も

の
で
、
町
の
決
定
権
で
あ

る
と
、
県
を
通
じ
総
務
省

よ
り
回
答
が
あ
り
、
ま
た

対
象
の
一
般
社
団
法
人
ま

ち
づ
く
り
矢
吹
は
解
散
し

て
お
り
元
教
育
委
員
は
監

事
を
辞
任
し
、
現
在
、
教

育
委
員
で
は
な
い
状
況
か

ら
現
時
点
で
兼
業
禁
止
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
選
任

権
者
と
し
て
も
判
断
で
き

ず
対
処
不
可
能
で
す
。

　
所
感
に
つ
い
て
は
、
百

条
委
員
会
の
調
査
結
果
が

示
さ
れ
た
中
で
答
弁
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　

当
該
教
育
委
員
は
、

一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く

べ
て
い
な
い
」
と
回
答
し

て
い
る
。
内
容
と
し
て
虚

偽
答
弁
で
は
な
か
っ
た

か
。

答　
副
町
長　
県
は
補
助

金
適
正
化
法
の
一
般
的
な

解
釈
を
見
解
と
し
た
も
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
町
は

事
務
を
行
っ
て
き
た
と
答

弁
し
た
の
で
虚
偽
答
弁
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
町
は
、
道
の
駅
事
業

受
託
業
者
マ
ル
ベ
リ
ー

フ
ィ
ー
ル
ズ
を
間
接
補
助

事
業
者
で
は
な
い
と
結
論

付
け
て
お
り
、
法
的
に

「
相
当
」
の
反
対
給
付
が

あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し

た
。
と
す
れ
ば
２
７
０
万

円
の
原
資
事
業
補
助
金
に

対
し
、
７
万
５
千
円
の
野

菜
販
売
額
し
か
数
字
的
に

は
成
果
物
が
上
が
っ
て
な

反
対
給
付
の
有
無
、 

個
別
の
事
案
の

 
判
断
、 

見
解
を
県
は
示
し
て
い
な
い

答 
県
は
補
助
金
適
正
化
法
の

 

一
般
的
な
解
釈
を
見
解
と
し
た

り
矢
吹
の
監
査
役
に
就
任

し
て
い
た
間
、
教
育
委
員

と
し
て
の
報
酬
を
得
て
お

り
、
法
に
抵
触
し
て
い

る
。
報
酬
等
の
返
還
が
必

要
か
と
思
う
が
、
ど
う
対

処
す
る
の
か
。

答　
町
長　
現
時
点
で
兼

業
禁
止
に
該
当
し
て
い
な

い
た
め
対
処
不
可
能
で

す
。
ま
た
、
行
政
処
分
は

遡
及
し
な
い
原
則
で
、
報

酬
等
の
返
還
は
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問　
同
様
の
事
案
が
他
の

元
教
育
委
員
に
も
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
が
。

答　
町
長　
現
時
点
で
兼

業
禁
止
に
該
当
し
て
い
な

い
た
め
対
処
は
不
可
能
で

す
。

い
こ
と
は
２
７
０
万
円

「
相
当
」
の
反
対
給
付
に

該
当
す
る
の
か
ど
う
か
示

さ
れ
た
い
。

答　
商
工
推
進
課
長　
反

対
給
付
は
契
約
で
相
手
方

が
給
付
す
べ
き
対
価
的
関

係
の
あ
る
役
務
あ
る
い
は

も
の
で
、
契
約
に
基
づ
い

て
役
務
の
提
供
の
対
価
と

し
て
委
託
料
が
支
払
わ
れ

て
い
る
の
で
補
助
間
接
事

業
者
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

兼業禁止事項抵触に対する
 報酬返還等の対処はしないのか

答 行政処分は遡
そ

及
きゅう

しない原則がある

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

地 方 自 治 法 第180条 の ５ 第 ６ 項 
（条文抜粋） 
　普通地方公共団体の教育委員会
の教育長及び委員は、当該普通地
方公共団体に対しその職務に関し
請負をする法人の無限責任社員、
取締役、執行役若しくは監査役若
しくはこれらに準ずべき者、支配
人、清算人たることができない
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研
修
・
子
ど
も
議
会

　矢吹町教育委員会主催、町および町議会の協力で、議場において矢吹町こども議会が開催されまし
た。当日は町内４小学校の６年生を代表して選ばれた、20人の子ども議員から５名の子ども議員が
一般質問を行いました。
　みなさん緊張しながらも、堂々と蛭田町長らに質問を行っていました。また、質問者以外の児童の
みなさんも、真剣に質疑を傍聴していました。

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
10
月
24
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い

て
、
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
准
教
授
の
河
村
和
徳

先
生
を
講
師
に
「
町
村
議
会
の
あ
り
方
と
今
後
の
議
会
改
革
―

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
て
」
と
題
し
、
県
内
町
村
議
会
議
員

約
6
０
０
人
が
参
集
し
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　
ま
た
、
第
2
部
で
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
細
川
隆
三
氏

よ
り
今
後
の
政
局
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
成
果
を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
、
町
民
の
皆

様
の
さ
ら
な
る
福
祉
向
上
な
ど
に
つ
な
げ
ま
す
。

子ども議会議員のみなさん

研修の様子

前半議長　高久　　翔
かける

さん（中畑） 後半議長　佐藤　英
ひで

輝
き

さん（矢吹）
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子
ど
も
議
会
・
読
者
の
声

 

読
者
の
声

第16回子ども議会開催（11月18日）

表
紙
・
写
真

・�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
県
３
位
に
な
っ
て
お
り
、
不
公
平
感

が
で
て
し
ま
う
か
も
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

・�

す
べ
て
が
文
章
の
ペ
ー
ジ
で
あ
り
圧
迫
感
が
か
ん
じ
ら

れ
る
。
堅
苦
し
さ
も
。
メ
リ
ハ
リ
あ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
や

リ
ー
ド
文
の
工
夫
等
で
改
善
で
き
る
の
で
は
。

・�

円
グ
ラ
フ
を
棒
グ
ラ
フ
に
変
更
し
て
み
て
は
ど
う
か

（
要
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

・�

質
疑
の
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
数
値
は
記
述

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
般
質
問

・�

各
議
員
２
題
づ
つ
の
掲
載
で
あ
る
が
、
リ
ー
ド
文
が
横

書
き
、
縦
書
き
と
な
っ
て
い
る
意
味
は
？
右
開
き
で
あ

る
の
で
、
縦
書
き
統
一
の
ほ
う
が
、
見
開
い
た
と
き
に

目
に
つ
き
、
見
易
く
な
る
と
思
う
。

・�

問
の
質
問
文
と
答
と
回
答
者
の
文
字
色
が
同
じ
為
読
み

に
く
い
。
答
と
質
問
文
→
青
、
答
と
回
答
者

名
→
黒
、
回
答
文
→
赤
か
緑
に
し
て
み
て
は

読
者
の
声

・�

実
際
に
モ
ニ
タ
ー
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
意
見

が
、
こ
れ
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

も
し
も
っ
と
多
く
の
意
見
が
あ
る
の
な
ら
、

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
町
議
会
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
も
よ
い
か
と
思

う
。

自
由
記
入
欄

・�

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
１
年
間
を

通
し
て
の
「
特
集
記
事
等
」
が
あ
る
と
よ
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

・�

議
員
の
声
だ
け
で
は
な
く
町
民
の
声
な
ど
も

ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
人
か
ら
子
供
な
ど
）

全体評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ポイント 3 15 16 １ ０

圓谷　生
せい

さん
（三神）

酒井　皐
さつき

さん
（善郷）

関根黎
れい

咲
さ

さん
（矢吹）

　町のSNSやYouTube
の内容ををさらに充実
させ、町の魅力あふれ
るお店や施設の情報発
信をしてはどうでしょ
うか。

安田莉
り お

織さん
（中畑） 　町内の歩道は歩行者

と自転車が一緒に通行
していて、危険に感じ
る時があります。安全
に通行できるよう整備
をしてください。

　子どもから高齢者の
方まで、誰もが、いつ
でも、どこでも、気軽
にスポーツに取り組め
る総合運動場をつくっ
てください。

野口茉
ま な

愛さん
（善郷） 　子ども１１０番の家

マップの作成や、地域
の人誰もが防犯対策に
取り組める仕組みと、
共通した防犯パトロー
ルの仕組みづくりを。

　地産地消を目的とし
た、地元野菜の販売や
料理を出すグルメイベ
ント等、ＳDＧｓも内
容に盛り込んだイベン
ト開催で、持続可能な
まちづくりを。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
寒
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
は
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
言
っ
て
も
落
ち

着
か
な
く
不
安
な
日
々
で
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
も
出
口
が
見
え
な
い
状
況
で
あ

り
、
国
内
に
お
い
て
は
、
円
安
な

ど
の
要
因
に
よ
る
物
価
の
高
騰
、

ま
た
、
増
税
や
政
策
金
利
の
引
上

げ
な
ど
も
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
後
の
日
本
経
済
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
か
…

　

こ
の
様
な
中
で
す
が
、
今
年
は

卯
年
で
す
。
町
民
の
皆
様
が
、
日

本
の
国
民
が
、
世
界
の
人
々
が
笑

顔
で
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
飛
躍
の

年
と
な
り
、
平
和
な
世
界
で
あ
り

ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
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委
員
長
　
関
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貴
将
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委
員
長
　
藤
井
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委
　
　
員
　
芳
賀
　
慎
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髙
久
　
美
秋
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〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
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〃
　
　
　
安
井
　
敬
博

二
十
歳
を
祝
う
集
い

二
十
歳
を
祝
う
集
い

町
民
新
年
会

町
民
新
年
会

二
十
歳
を
祝
う
集
い
実
行
委
員
長

菊き
く

地ち

　
鈴す
ず

音ね

さ
ん

（
明
新
）

みんなのひろば
　

家
族
や
地
域
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、
二
十
歳
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
、
小
学
生
の
時

に
矢
吹
町
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
新
し
い
環

境
に
馴
染
め
ず
、
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な

時
、
同
級
生
が
優
し
く
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
心
優
し
い
仲
間
た
ち
と
共
に
矢
吹
町
で

過
ご
す
う
ち
、
故
郷
で
あ
る
矢
吹
町
そ
し
て
地
域
の
皆
様

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
私
は
地
元
を
離
れ
、
大
学
で
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
大
学
で
の
学
び

を
生
か
し
、
地
元
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
矢
吹
町
で
暮
ら
し
、
学
び
、
成
長
で
き
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
り
、
自
分
の
人
生
を
振
り

返
る
と
多
く
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
支
え
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
葉
に
す
る
の
は
少
し
恥

ず
か
し
い
で
す
が
、
特
に
、
家
族
に
は
「
私
を
産
ん
で
、

二
十
年
間
温
か
く
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と

真
っ
先
に
伝
え
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
精
一
杯
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢吹町議会本会議
録画配信システム
ＱＲコード

令和５年１月12日 令和５年１月８日

次回議会のご案内

● 12月議会（第435回）の傍聴者は計17名でした。
　ありがとうございました。

３月定例会
３月10日㈮
午前10時開会

一般質問
３月13日㈪・14日㈫
午後1時30分　午前10時予定

過去の会議録の検索は
矢吹町議会会議録検索システム
または 矢吹町議会本会議

録画配信システム
ＱＲコード


